










高校生の年代は、人間としての感受性がもっとも豊かな時期とい
われています。この時期に生命の尊厳と向き合い、人の命を預かる
責任を自覚することは、医療従事者としてだけでなく、人間としての
豊かさをもたらします。また、同じ夢を胸に、切磋琢磨しながら学び合
う仲間の存在も大きいです。ここにいるのは看護師への明確な目
標を持ち、人のために何かをしたい
という心を備えた生徒ばかりです。そ
んな同じ目標に向かう仲間たちが、
ともに日々努力を重ねて、充実した
生活を送っているからこそ、厳しい現
実を目の当たりにしたときにも、また
夢に向かって頑張れるのです。












